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イオンディライト株式会社 

北陸信越支社 

LED推進のご案内 

拝啓 

 初夏の候、皆様にはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

  

イオンディライト株式会社と申します。弊社は、企業様の施設の管理や資材供給等「総合

ファシリティマネジメントサービス」を社業としているイオングループの事業会社でござ

います。さて早速ではございますが、既にメディア発表等でご承知のとおり原発に代わる

火力発電の燃料費高騰などの煽りを受け、各電力会社が電気料金の値上げを軒並み加速し

てきております。 

弊社ではイオングループを上げて安定的な店舗運営に努めるべく共用部照明、空調機器等

を中心に省エネに対する取り組みを一昨年より強化し「平成23年度 省エネ大賞 経済産業

大臣賞」を拝受するまでに至りました。 

そこでこの度、ぜひ貴社でも省エネによる経費の圧縮を図っていただき、電気料金の値上

げにより企業経営への影響を最小限にするべく、イオンディライトではLEDなどの環境ソ

リューション提案を推進させていただきたい所存でございます。 

つきましては、ご多忙中かと存じますが、別途ご案内させていただきますパンフレットな

どをご参考にご検討いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

敬具 

[詳しいお問合せ先] 

イオンディライト㈱ 北陸信越支社 営業部 

〒950-0911 新潟市中央区笹口1番2号 プラーカ2 7F 

TEL 025-290-4521 FAX 025-247-8530 

担当：多田 清彦 E-mail ki1-tada@aeondelight.jp 



総合FMSのご提案 

■ 総合FMSは従来からのファシリティマネジメントとは違い、お客さまの経営戦略上、重要な業務 

    （コア事業）以外の雲煙・管理業務（ノンコア業務）を包括的にマネジメントさせていただくことを目的 

     としております。 

 

■ 各種ノンコアメニューの拡充を含め、お客さまの経営資源の効率化を支援します。 

 

総合ビルメンテナンス№1の「イオンディライト 

株式会社」はメイン事業を支える管理運営業 

務を一括してお引き受けし、コストダウンと品 

質の維持・向上を実現。 

 

お客さまの効率的な企業経営を可能にする 

新しい環境を創り出します。 

総合FMSのビジネスモデル 



当社の省エネに関する広告掲載がございました。 
新幹線車内誌「ひととき」4月号 



 

イオングループを挙げた取組みが評価され平成２３年度 

省エネ大賞において最高賞の「経済産業大臣賞」受賞！ 

イオンディライトは環境価値を創造し、安心・安全・高品質の施工管理を提供いたします。 

今回の内容を含めて省エネのお問い合わせは下記へお気軽にお問い合わせ下さい。 
 

イオンディライト㈱北陸信越支社  新潟地区 TEL：025-290-4521  担当：多田 

                       信州地区 TEL：0263-27-9558  担当：大胡 

                           北陸地区 TEL：076-263-3501  担当：松尾 

 

イオンでＬＥＤ導入がいよいよ始まりました！ 
是 非 貴 社 で も ご 検 討 く だ さ い 。 
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今回のLED化の範囲は、「店舗売場内（直営部分）」が原則となります。
バックルームや屋外の照明は対象外です。

取替範囲取替範囲

削減効果(モデル店舗実績)季節調整前 

品川SS店 14.8%削減 〈2011年10月導入〉 

照明 LED化の効果(1日の電力量比較) 

2011/7/1   電力量 30210KWH 

2011/11/1 電力量 25740KHW<LED導入後> 

 

この度、財団法人省エネルギーセンター主催の平成２３年度省
エネ大賞（省エネ事例部門）において、「ビルメンテ会社の強みを
活かしたハードとソフトによる省エネ効果の最大化」の事例が評
価され、最高賞である「経済産業大臣賞」を受賞いたしました。 

 
■受賞に至った主な取組み内容 

 イオングループ店舗の設備管理業務を担う当社が一体となり、２００９年に
グループ全体の省エネ管理体制を構築し、独自の評価方法で最新の省エネ
機器やシステムの導入を推進しました。また、機器やシステムの導入だけでは
なく、店舗に駐在し、設備の稼働状況を熟知した当社のメンテナンススタッフ
による日々の機器運用改善に加え、グループ各社が積極的に店舗や事務所
の省エネ活動に取り組んだ結果、グループ全体の店舗に関わるエネルギー使
用量の大幅な削減を実現しました。これらグループを挙げた取組みのエネル
ギー使用量を原油換算すると、２００６年度の年間エネルギー使用量１９４万
kLが、２０１０年度は１５３万kLとなり、グループ全体で４１万kLの削減効果
となりました。（２Lペットボトルに置き換えると約２億５００万本相当） 

イオンニュースリリースより 

対象：イオン４２０店舗・マックスバリュ７６０店舗 

投資額：百数十億円・投資回収３年以内 

 ■基本照明取替基準 

■演出照明取替基準 


